
中部電力の電力スマートメータ通信ネットワークの仕組み

電力スマートメータ通信ネットワークの主な３つの特長

●つながりやすい通信環境
・網羅的にSMが設置されている
ため、山や建物等による電波
不感箇所ができにくい

・近くにSMがあるため、鉄蓋の隙
間から漏れた、減衰した電波で
も届きやすい

●長期経済性
・電力の自動検針との共用とな
るため、通信方式を通信端末
の耐用年数まで万全のサポート

・通信リトライやその時の消費電
力も少ないことから、設計外の
電池消耗リスクが低い

●安全、安定な通信
・国のガイドラインに従ったセキュリ
ティ対策

・高い安定性や安全性を担保し
た自社ネットワークを活用



電力スマートメータ通信ネットワークを活用した

テレメータサービスとは

主なデータ・コマンド

１．指針値 ①定周期指針値の取得・ダウンロード ②随時指針値の取得 ③欠測補完

２．アラーム機能
①計器アラーム（ガス漏、長時間使用：漏水・逆流・不使用等）の受信

②電池残量アラームの受信 ③メール通知

３．遠隔制御
①ガス緊急遮断 ②ガス開閉栓 ③アラームの遠隔リセット

④通信端末のファームウェアの遠隔配信

電力スマートメータ通信ネットワークを用いてメータ等と上位システムとの間の
データやコマンドのやり取りを双方向で提供するサービス。機器販売、通信
回線サービス、システム利用サービスの３つで構成しています。



電力スマートメータ通信ネットワークを活用した

検針業務の効率化

LPガス保安・お客さま対応・配送の効率化 等



電力スマートメータ通信ネットワークを活用した

有収率向上・集金業務の効率化

検針業務の効率化



z

（水 道）主な自治体との取組状況
自治体 取り組みの内容

台 数

（今後予定含む）
開始時期

湖西市
知波田・入出地区全域での実装。指針値データ等を活用した、管網解析や時
間帯別料金設定などのデータ利活用実証

約 2,000 2019年11月～

豊橋市
大規模開発地での戸建住宅、小規模配水区や公共施設での実装、

漏水調査などの検証
約 1,000 2019年10月～

岡崎市 公共施設、市街地・中山間地域での通信実証 約 180 2020年12月～

名古屋市 集合住宅での通信実証 約 130 2020年3月～

豊明市 指針値データ等を活用したフレイル検知のデータ利活用実証 約 30 2022年上期～

【湖西市との取組内容】

（LPガス）導入実績

２０２１年４月のサービスインから１年半で出荷台数7万台突破
２０２５年度末までの出荷台数約３５万台の見込み



電力スマートメータ通信ネットワークを活用した

変換器

蓄電池

流量計

通信端末器

〈設備構成〉

水位伝送装置

接点伝送装置

流量監視装置（実証中）

水位センサー

接点接続端子

減圧弁圧力監視（検討中）


